
 

＜平成２８年５月発行第７号＞ 

 

顕彰会だより第７号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会 会長 正 木 尚 文 

雪解けの早い春で、田植えも終え早苗の季節となりました。 

顕彰会には多大のご支援ご協力を賜りまして、諸事業も計画に沿い実施できましたことは皆

様のお陰と感謝申し上げます。 

特に鳥居脇にあります座像修復、お色直しをすることが出来ました。これまでと違い見違え

る程綺麗になりました。有り難うございました。 

当会主催で春、秋開催している「歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅」も好評のうちに終

えることが出来、参加者からは楽しいだけでなく八郎を知ることが多く、何回参加しても良い

と感想を頂いております。今後とも継続していきたい事業の一つです。顕彰剣道大会は、一年

休会しましたが、今年度は形を変えて、剣道錬成会として開催することにしましたので、御支

援の程お願い致します。 

現在、八郎記念館では、「八郎と坂本龍馬の貴重な兵法目録」が展示されております。廣田館

長によると、「八郎と龍馬が玄武館で共に修行に励んだ可能性が十分に考えられる。もしかした

ら稽古で立ち合いを重ねたかも知れないと考えると、歴史の浪漫を感じる。」と話をしています。

どうか関心を持たれて足を運んで頂ければと念じております。 

今後とも当顕彰会に対しまして一層の御支援ご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

********************************文武両道の道を究める******************************** 

 
第４回清河八郎文武体験子ども塾 

    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みが始まって間もない平成２７年７月２５日（土）、町内の小学校４年生以上を対象に第

４回「清河八郎文武体験塾」を開催しました。今回は立川小学校７名の子供たちから参加して

もらいました。記念館で紙芝居を使っての八郎講座や、金華山歓喜寺での座禅体験、剣道の形

や実際の打ち込み体験を行い、静から動への様々な体験を行うことが出来ました。最後に一人

ひとりが会長から特製の修了証を手渡してもらいました。忍者の巻物を思わせる修了証に子ど

も達は感激の様子でした。  

子ども達に人気だった特製の修了証 自分たちで作ったカレーに大満足 



 

定員を超える参加者 浸透してきた回天の道 

～歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年６月１４日（日）と１０月２４日（日）「歩いて楽

しむ 回天の道と清川歴史の旅」を開催しました。 

両日とも定員を超える申し込みが有り、せっかく申し込み頂

いても、お断りしなければならなかったのが大変残念でした。

午前中に回天の道を

歩き、北月山荘で昼

食、入浴した後に清

川の散策を行いまし

た。 

清川では、１０名

ずつの２班に分かれ、

金華山歓喜寺、御諸

皇子神社、八郎生家

跡、庄内藩関所跡、そして御殿林を回り記念館に帰る班と、そ

の逆を回る班に分かれての行動でした。秋には旧清川小学校と、併設されていた明治天皇行在

所も完全に解体され、参加者の中からは地区から消えた歴史資産を惜しむ声も聞かれました。 

………………………清河八郎坐像を修復しました……………………… 

平成２７年５月に「回

天倡始清河八郎先生」座

像を修復いたしました。   

「明治百年」を記念し、

昭和４２年に建立された座

像は、長年の風雨により、

ブロンズ成分が内部から染

み出し、風貌を損ねる状態

が続いていた為、顕彰会が

修復事業を行い威厳を蘇ら

せたものです。 

６月１４日に参加された皆さん １０月２４日に参加された皆さん 

小学校と行在所は解体されております 

修復前 修復後 

回天の道散策中 



清河八郎記念館コーナー 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::坂本龍馬の兵法目録展示中::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

八郎の免状は、

清河八郎記念館

が所蔵している

もので、北辰一

刀流開祖の千葉

周作から授かっ

ています。     

昨春、高知市

内で龍馬の免状

が発見され、そ

の真贋を見極め

るために、高知県香南市の創造広場アクトランドに貸し出していましたが、この程返却されて

来ましたので、現在特別展示しております。また同ランドから御厚意により寄贈された龍馬の

免状（レプリカ）も同時に展示しています。このことは荘内日報、山形新聞、朝日新聞にも掲

載されました。 

庄内町史資料第四号「清河八郎関係書簡四」販売中です。/////////////// 一冊１，０００円 

  昨年度末に庄内町教育委員会で発刊した、庄内町史資料第四号「清河八郎

関係書簡四」を販売しております。 第四号は、嘉永６（1853）年から安政２（1855）

年までの短期間における父宛の書簡と、母と共に西国を旅した（西遊記）際に、滞

在先から父宛に出した書簡１０通も収録しております。これによって、西国から関

東にわたる往時の実情が八郎の目を通して記され、幕末日本の様子をより詳しく

知ることができる内容になっております。 

  また後日お知らせしますが、１０月１７日（月）には解説講座を開催しますので

皆さんご参加ください。 

 

清河神社コーナー           

………巫女舞「浦安の舞」と「めずらしな」奉納……… 
 

昨年の例大祭である５月３０日は、学

校が休みの土曜日であったことから、

清川地区の小学生女子５名の皆さんか

ら「浦安の舞」と「めずらしな」を奉納し

て頂きました。 

約一ケ月前から練習を重ねていたも

のの、全員が初舞台で、祭典が始まる

前は緊張している様子でしたが、本番

になると、由緒ある舞を厳かな響きの雅

楽に合わせて、優雅に披露する事がで

きホッとした笑顔を見せてくれました。 

浦安の舞（平成２４年） 

修復中坐像 

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 

巫女舞を頑張った皆さんです 

 



平成２８年度清河八郎顕彰会主な事業 

≪歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 開催から４年目を迎え多くの方から開催を待ち望む声が聞こえるようになった事業です。今

年度も春は６月１１日（土）、秋は未定ですが年二回の実施を予定しております。八郎が大志を

抱き歩んだ肝煎から添川までの山越えを歩き、また清川に伝承されている歴史物語を町内外の

皆さんに知ってもらいたいと思っております。 

≪文武体験子ども塾≫ 

 子ども達から清河八郎を知ってもらう絶好の機会と捉え、夏休み中の子ども達から八郎が目

指した文武両道の道を体験し、実際に学んでもらう事業として定着してまいりました。座禅や

八郎に関する講義、そして剣道の体験を行うものです。 

≪第８３回清河八郎顕彰剣道錬成会≫ 

 これまで長年開催して来た顕彰剣道大会が、旧清川小学校の解体に伴い、控室の確保が出来

ないことから、少人数規模の錬成会として開催するものです。 

≪出前講座・ギャラリートーク≫ 

 昨年度は、鶴岡市第五公民館に於いて、「お蓮を語る」と題して一昨年に続いて講演しており

ますし、清川公民館から依頼を受けギャラリートークとして廣田館長が講演しました。八郎に

関するどんなことでも声が掛かれば出向きますので、是非ともこの機会にご活用いただければ

と思います。連絡をお待ちしております。 

顕彰会への加入状況                        

（単位：人） 

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 26年度 169 46 20 10 37 15 128 297 

平成 27年度 168 47 20 6 30 12 115 283 

増 減 △1 1  △4 △7 △3 △13 △14 

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

平成２７年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比４．７%、１４人減

の２８３人となっております。平成２１年３月設立した顕彰会も県内外の清河八郎ファンをは

じめとする多くの皆様に支えられ、各種事業を展開することができました。顕彰会に未加入の

方につきましては、是非、顕彰事業にご賛同を頂き、顕彰会並びに記念館のサポーターとして

ご加入くださいますようお願い申し上げます。会員の皆様には入館料無料の特典や、５，００

０円以上の皆様には、庄内町史資料第四号「清河八郎関係書簡四」の寄贈等準備いたしており

ます。    

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）へお願い致します。 

■ 清河八郎記念館Ｅ-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/  


